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１．はじめに 

筆者らはこれまでに人工軽量骨材コンクリート（以下，「軽量コンクリート」と呼ぶ）の合成構造への適用を目的として，

各種ずれ止めを用いた静的および疲労押抜きせん断試験 1) ,2)，合成桁の正曲げ載荷試験 3)を実施し，その結果を報

告している．さらに軽量コンクリートを連続合成桁に適用するには，中間支点上の負曲げ挙動を把握する必要がある． 

そこで本稿では，軽量コンクリートを床版に採用した合成桁の負曲げ載荷試験を実施し，その試験結果から，主に

中間支点上のひび割れ性状と合成評価に関する考察を行ったので，それらの結果について報告する． 

２．試験概要 

試験概要と供試体の諸元をそれぞれ図１と表１に示す．載荷は張り出し梁先端に作用させて，供試体中央に負曲

げを与えた．供試体に用いた軽量コンクリートの材料特性を表２に示す．供試体のずれ止めには①孔あき鋼板ジベル

（以下，PBL），②頭付きスタッド（以下，スタッド）の２種類を使用し，各々の載荷試験を実施した．ここで，床版内の鉄

筋応力が 120N/mm2となる設計荷重相当の載荷荷重（PD）は 320kN程度である． 

３．試験結果 

（１）ひび割れ幅 

PBL 供試体における床版上面のひび割れ状況を図２に示す．ひび割れ間隔は荷重載荷初期において 300mm 間

隔程度であり，安定ひびわれ時には鉄筋間隔に等しい 150ｍｍ間隔となった．ひび割れ発生荷重は目視より 100kN程

度であった．スタッド供試体においても同様なひび割れ分散が確認できた． 

ひび割れ幅は中間支点上に配置した数個のπゲージを用いて計測した．PBL供試体において，図２に示す太線の

ひび割れ（最も顕著）を対象として，設計荷重に近い 340.1kN 載荷時のひび割れ幅平均値は 0.20mm である．これに

対し，土木学会式によるひび割れ幅算定結果は 0.21mmであり，試験結果はほぼ一致している． 

表１ 供試体諸元 

床版 800x250 

上フランジ 300x16 

ウェブ 600x22 

下フランジ 400x25 
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図１ 試験概要 

表２ 軽量コンクリートの 
材料特性 

圧縮強度 33.8 N/mm2 

弾性係数 17900 N/mm2 
 

 

 
図２ ひび割れ発生状況（PBL 供試体） 
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（２）鉛直たわみ 

図３は載荷点（張出梁の先端）における鉛直たわみであり，

残留たわみ分を補正した結果である．図より載荷荷重の増

加に応じて合成断面の剛性が［鋼梁＋コンクリート断面］（以

下，全断面有効）から［鋼梁＋鉄筋］（以下，RC 断面）の断

面に変化していくことが伺え，設計荷重の２倍程度の載荷荷

重である640kN載荷時には，PBLとスタッドのいずれの供試

体もＲＣ断面に近い断面の剛性になっている．計算上，鉄

筋と鋼梁が降伏に達し始める載荷荷重（PY）は 900kN 程度

であるが，図３の試験結果もからも明らかなように剛性の低

下は顕著に現れなかった． 

また設計荷重（PD）レベルまでは，PBL 供試体の鉛直た

わみが全断面有効のものより小さくなっている理由は，PBL

ジベルの断面剛性への寄与が高いためと考えられる． 

（３）断面におけるひずみ分布図 

図４，図５にそれぞれ載荷荷重 200kN，640kN 時の中間

支点付近断面（図１に示す断面Ａ）におけるひずみ分布を

示す．200kN 載荷時には全断面有効，640kN 載荷時には

RC 断面として挙動している．なお，設計荷重相当である

340kN 載荷時には両者の中間的なひずみ分布を示した．

軽量コンクリートを用いた負曲げを受ける合成桁においても，

ずれ止めの違いによる断面性能への影響が少ないことがわ

かる． 

４．まとめ 

軽量コンクリートを用いた合成桁の負曲げ試験結果を要

約すると以下のようになる． 

1) ひび割れは負曲げ領域に広く分散している．また，ひ

び割れ幅は土木学会式にほぼ一致しており，土木学

会式の適用の妥当性が確認できた． 

2) 降伏荷重レベルにおいて RC 断面としての剛性が確保されており，ずれ止めの違いによるたわみ性状への影響

は確認できなかった． 

3) 断面におけるひずみ分布から，載荷荷重の増加に相応して全断面有効からＲＣ断面へと断面性能変化すること

が確認でき，また，載荷荷重 200kN時のひずみ分布は平面保持を満足するものであった． 

これらのことより，連続合成桁の負曲げ領域への軽量コンクリートの適用に際し，問題となる要因を確認するには至ら

なかった． 
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図３ 載荷点における鉛直たわみ 

図４ 断面ひずみ（載荷荷重 200kN） 

図５ 断面ひずみ（載荷荷重 640kN） 
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